
 
 

 

（仮称）京都市学校給食センター整備運営事業 特定事業の選定 

 

 

民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律（平成 11 年法律第 117 号）第７

条の規定に基づき、（仮称）京都市学校給食センター整備運営事業を特定事業として選定したので、

同法第 11 条第１項の規定により、特定事業の選定における客観的評価の結果を次のとおり公表す

る。 

 

令和 7年 1月 31 日 

 

京都市長 松井 孝治 
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「（仮称）京都市学校給食センター整備運営事業」の 
特定事業の選定について 

 

第１ 事業概要 

１ 事業名 

（仮称）京都市学校給食センター整備運営事業（以下「本事業」という。） 

 

２ 事業に供される公共施設の種類 

学校給食センター 

 

３ 公共施設等の管理者の名称 

京都市長 松井 孝治 

 

４ 事業の目的 

令和 5 年 1 月、共働き世帯の増加や、家庭環境の変化等を踏まえ、国において、次元の異なる

レベルでの子育て支援・少子化対策の取組を推進することが示されたことを受け、京都市（以下、

「市」という。）では、子育て環境を一層充実させ、子どもたちの健やかな育ちと学び、子育て家

庭の支援のため、全員制中学校給食の実施に向けた検討に着手し、令和 5 年 11 月に決定した「全

員制中学校給食の実施に係る「基本的な考え方」について」において、給食センター方式の導入

による全員制中学校給食の実施を表明した。 

本事業は、設計・建設・維持管理・運営を民間事業者が一貫して実施することにより、民間事

業者の創意工夫やノウハウが発揮され、効率的かつ効果的な施設整備や運営環境の創出ができる

「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律」（以下「PFI 法」という。）に

基づく事業手法を導入することで、市の財政負担の縮減を図りつつ、安全で安心な学校給食を安

定的に提供することを目的として実施するものである。 

 

５ 事業の概要 

事業者が行う業務の範囲は次のとおりとする。 

（１）設計・建設業務 

① 事前調査業務 

② 既存構造物の解体撤去業務 

③ 設計業務 

④ 建設業務 

⑤ 配膳室新設・改修業務 

⑥ 工事監理業務 

⑦ 調理設備調達業務 

⑧ 調理備品調達業務 

⑨ 食器・食缶等調達業務 

⑩ 事務備品調達業務 

⑪ 近隣対応・周辺対策業務 
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⑫ 各種許認可申請等の手続業務 

⑬ 竣工検査及び引き渡し業務 

⑭ その他これらを実施する上で必要な関連業務 

 

（２）開業準備業務 

① 各種設備・備品等の試運転 

② 什器備品台帳・調理設備台帳の作成 

③ 各種マニュアルの作成 

④ 開業準備期間中の施設の維持管理 

⑤ 本件施設等及び運営備品の取扱いに対する習熟 

⑥ 従業員等の研修 

⑦ 調理リハーサル 

⑧ 配送リハーサル 

⑨ 給食提供訓練業務 

⑩ 内覧会・開所式の開催支援 

⑪ 事業説明資料の作成 

⑫ 映像紹介資料の作成 

⑬ その他これらを実施する上で必要な関連業務 

 

（３）維持管理業務 

① 建築物保守管理業務 

② 建築設備保守管理業務 

③ 外構等保守管理業務 

④ 調理設備保守管理業務 

⑤ 事務備品保守管理業務 

⑥ 清掃業務 

⑦ 警備業務 

⑧ 長期修繕計画作成業務 

⑨ その他これらを実施する上で必要な関連業務 

 

（４）運営業務 

① 食品検収補助・保管業務 

② 調理業務 

③ 配送・回収業務（本件施設への車両出入庫時の交通安全対策業務を含む） 

④ 洗浄・消毒等業務 

⑤ 配膳室における業務 

⑥ 廃棄物処理業務 

⑦ 運営備品保守管理業務（調理備品の修繕・補充・更新業務、食器・食缶等の修繕・補充・

更新業務を含む。） 

⑧ 配送車維持管理業務 
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⑨ 衛生管理業務（従事者の健康管理を含む。） 

⑩ 食育推進促進業務 

⑪ 広報支援業務（見学者対応支援を含む。） 

⑫ その他これらを実施する上で必要な関連業務 

 

６ 事業内容 

（１）施設概要 

①事業用地   京都市南区吉祥院観音堂町 42、100-4 及び 43-1 

②敷地面積   15,923 ㎡（実測） 

③供給能力   １日当たり最大 22,000 食 

 

（２）事業方式 

PFI 法に基づき、市と事業契約を締結した事業者が、市所有の土地に事業者自らが本件施設

を設計及び建設し、完工後は市に本件施設等の所有権を移転し、事業者が所有権移転後の事業

期間中に係る本件施設等の維持管理業務及び運営等業務を実施する BTO（Build Transfer Operate）

方式とする。 

 

（３）事業期間 

事業期間は、以下のとおりとする。 

①事業契約締結          令和 7 年 10 月 

②設計・建設期間        令和 7 年 10 月～令和 10 年 6 月（約 2 年 8 か月間） 

ただし、配膳室新設・改修業務は、市から別途指示がない限り、

令和 12 年 3 月までとする。 

③本件施設の所有権移転  令和 10 年 6 月 

ただし、配膳室は、竣工後に速やかに市に引き渡す。 

④開業準備期間          令和 10 年 7 月～令和 10 年 8 月（約 2 か月間） 

⑤維持管理・運営期間    令和 10 年 8 月下旬～令和 25 年 7 月（約 14 年間 11 か月間） 
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第２ 本事業を市自らが実施する場合と PFI 方式により事業者が実施する場合の評価 

 

１ 特定事業の選定基準 

本事業を PFI 法に基づく事業（以下「PFI 事業」という。）として実施することにより、事業期

間全体を通じた市の財政負担の縮減が期待できること及び市の財政負担が同一の水準にある場合

において公共サービスの水準の向上が期待できることを選定の基準とした。 

 

２ 評価の方法 

（１）定量的評価 

市の財政負担見込額の算定にあたっては、本事業を実施する事業者からの税収その他の収入

等の適切な調整を行い、将来の費用と見込まれる財政負担の総額を算出のうえ、これを現在価

値に換算することにより定量的な評価を行った。 

 

（２）定性的評価 

上記の定量的評価に加えて、本事業を PFI 事業として実施する場合における公共サービスの

水準について、定性的な評価を行った。 

 

３ 定量的評価（市財政負担額の縮減） 

（１）算定にあたっての前提条件 

本事業において、市自らが実施する場合及び PFI 事業として実施する場合の財政負担額を比

較して定量的評価を行うにあたり、その前提条件を次のとおり設定した。 

なお、これらの前提条件は、市が独自に設定したものであり、実際の事業者からの提案内容

を制約するものではなく、また一致するものでもない。 
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表 市の財政負担額算定の前提条件 

項目 市自らが実施する場合 PFI 事業として実施する場合 
財政負担額の 
主な内訳 

①施設整備費 
②開業準備費 
③維持管理費 
④運営費 

①施設整備費 
②開業準備費 
③維持管理費 
④運営費 
⑤SPC 管理運営費 
⑥アドバイザー費 
⑦モニタリング費 
⑧公租公課 

共通の条件 ①事業期間 17 年 9 か月 
（設計・建設・開業準備期間 2 年 10 か月、維持管理・運営期間 14 年 11 か月） 
②敷地面積 15,923 ㎡ 
③供給能力 22,000 食／日 
④割引率  0.179% 

資金調達に 
関する事項 

①国庫補助金 
②起債 

・学校教育施設等整備事業債 

起債充当率 90％ 

償還年数 25 年（うち 3 年据え置き） 

・一般単独事業債 

起債充当率 75％ 

償還年数 25 年（うち 3 年据え置き） 

③一般財源 

①国庫補助金 
②起債 

・学校教育施設等整備事業債 

起債充当率 90％ 

償還年数 25 年（うち 3 年据え置き） 

・一般単独事業債 

起債充当率 75％ 

償還年数 25 年（うち 3 年据え置き） 

③市中銀行借入 
・償還年数 15 年 

固定金利 
④資本金 
⑤一般財源 

積算方法 概略の施設計画を策定し、同規模･同用途

の事業における実績値等を勘案して算定 
市が直接実施する場合に比べ、一定割合

の縮減が実現するものとして設定 
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（２）算定結果 

上記「表 市の財政負担額算定の前提条件」に基づく市の財政負担額について、市が自ら実

施する場合と PFI 事業として実施する場合を比較した結果、8.3%程度の財政負担額の削減効

果が認められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 定性的評価（公共サービスの水準の向上） 

本事業を PFI 事業により実施する場合、性能発注とすることにより、必要なサービス水準以上

であれば、それを提供する上での手法（仕様）は問わないため、事業者が自ら得意な分野の技術

などを最大限活用した提案が可能となり、より質の高い公共サービスを提供することができる。 

また、金融機関が運営状況についてモニタリングを実施することにより、一層の事業の安定性

や監視機能の向上が図られることが期待できる。 

さらに、PFI 方式では施設整備と維持管理・運営を一括で契約することにより、維持管理・運営

を考慮した施設整備や早めの開業準備等の着手が可能となり、供用開始時からのスムーズな運営

がなされることも期待できる。 

 

５ 総合的評価 

上記の定量的評価及び定性的評価の結果から、本事業を PFI 事業として実施することにより、

市が直接実施する場合に比べ、事業期間全体を通じた市の財政負担額を 8.3%程度縮減することが

期待できるとともに、公共サービスの水準の向上を期待することができるため、本事業を PFI 事

業として実施することが適当と評価する。 

 

＜従来方式＞ 

契約金額 

＜PFI 方式＞ 

VFM イメージ図 

入札による減額 

VFM（8.3%） 

契約金額 

入札による減額 

設計金額 
契約金額 

設計金額 

契約金額 

市負担総額 

市負担総額 


